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リエヴアのソゴフノも
蓄しか
安ペラで教えられてもどうも
野も有名であ奇

ずるソ遂の立
主くれ、臼
筆一

色

か
曜
寸
毒
ったが、ポ1フンド食
事レ
ピン
をない。

そしてオペラは、そのよう司
会の飽惑にたいす
言国の
主

年
4
f
乍
岡一、
巳U＼
ムリンの広場でやっつける
さ
とのオペラ
議ても三つ不
感じをありのままに
議してし
著
塁しはじめてい弓とう
日

再
一

il
l
－

ロ1グの
警など
覧ていて、
思議
撮ったζとは、ロシアの
たのだが大部分がロシア人であ
した
晃をテコにしてはじめ
一

川
…
ソ
護学アカデミーの招待で
ポーランド人が観たらやはりい
敵・
ポーランドの
裏たちの包
る鋭
意、ロシア兵の膨
理手
て、
会のオペラ
覧られたよ
中

説
…モスクワに来て数日が過ぎた。
い気持ちはしないだろうと甲山わ
殿での
哲
言語）
委長
寿って
豪
語、ポーランド
ろなソ連芸術の
苦しい途
壁
一

軍
か
冬のモスクワへは約一年ぶり“
ずにはおれなかった・ポ1ラン
しく上品で律一慰問であって、観
の食族や兵士の翠路な獲を淡や
ソ遂の社
会釜山におりる
翠回一

曜
一
今夜は匁414一十段の寒さだが、

回
恒戸EE－－周
目
＝
＝

察、
鋭感、
第四位など、ソ
護出血

同
一
夜十一時までクレムリン大会M

L一一一三一一三一
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Ar
d
み
弓

術にみられる
望感受性から
い

立
万円
以一
戸「
V

一三一ヨ一
三塁一＝＝Z
E－
－一

詩
起
訴約一一

日
ためか、
寒さのζとはすっかり
HFといえば、史上に有名な一一一た
客もうっとりしていたし、異土
んでいるかのように思われた・
てゆくのかもしれない＠

中

三｝山れていたωポリショイ劇闘が
びにわたる「ポーランド分型
だちもロシア兵が畑野で荒々
し
とのような風潮は、たんにオ
ソ速は、そのようなギヤγブ…

ご削ずるとの万
三はポーランド
で知られる
きに、ロシアの方
いのにポーランド兵の方がいか
ペラの
警にか
さず、ソ
差
益められたときはじめて世界一

一
のモスクワ侵略を打ち勝く岡山凶
とそ侵略者であって、
ポlラン
にもスマートなととであった・
会の全侮をいまやおおいはじめ
の先進国に堂々
と仲間入りする
中

Jで、
空韮
警大愛
護
老
ドはいつも制圧されてばかりい
ポーランドの
蓄がいかに奨レ
ているように思う・そして、ソ
ととができるのだと思う・
一

ル
のだったし、主相官のレシェ1チ
た悲劇の民族だと思っていたか
いものであるかはよく知られて
逮人自身のかなりの部分がたと
（モスクワにて、二月十二日日

一
ンのバリトン、
息子役のグリゴ
ら、その反対もあったζとをこ
いるし、ロシアの兵際たちの粗
えば日本の社会的知
章にたい
問、東外大助教授）
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月曜寸言　モスクワのオペラ　月曜評論-1976.03.08


